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･民営鉄道路線納め列車運行管理システム
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鉄道輸送業務では,主要路線の高密度運転と旅客

ニーズの変化や多様性に対応するため,列車運行の中

心的役割を担う運行管理システムの重要性が高まって

いる｡

日立製作所の列車運行管理システムは,単一路線

の運行管理から複数路線の統合指令システムヘ,さ

らに,電力管理システム･設備管理システムと統合した

鉄道トータルシステムヘと発展し,公営鉄道や民営鉄

道に導入され,鉄道輸送業のニ1ズにこたえている｡

近年,既設運行管理システムの更新や路線新設に

官
はじめに

公営地下鉄や大手民営鉄道各社は,1970年代から列車

運行管理システムの導入を推進しており,進路制御の自動

化や指令業務の効率化,旅客サービスの向上などを図って

きた｡現在,列車運行管理システムは鉄道システムの中枢に

位置し,車上システム･地上信号システム･電力管理システ

ム･設備管理システムなどの関連システムと連携し,鉄道トー

タルシステムを構成している｡

複数路線の統合楯令シス

テム

複数路線の運輸指令.電力

指令,車両指令,施設指令な

どを統合指令所に集中設置し

て統合指令システムを構築する

ことにより.全路線に関する横

断的な指令業務の効率を向上

させ,安全･安定な輸送の確保

と高密度運転を図る｡

合わせて統合指令所を建設し,複数路線の列車運行

の横合的管理を行う統合指令システムを構築する鉄

道事業者が増えている｡そのため,統合指令システム

は,複数路線単位の運行管理から全路線に関する横

断的な指令業務を行う統合運行管理システムヘと発

展してきた｡

日立製作所は,今後,旅客情報サービスシステム

や列車ダイヤ作成支援との連携をいっそう強化し,鉄

道システム全般をさらに効率的に運営,管理するシス

テムの構築を目指していく｡

近年,都市圏の鉄道では緊密なネットワークが形成され,

乗客の利便性が向上している｡さらに,これらの鉄道事業者

は,複数路線に対して個別に導入してきた運行管理システム

を統合指令所に集中設置し,指令業務の迅速化･効率向上

による安全･安定輸送の確保と設備の集約による経営の効率

向上に取り組んでいる｡

日立製作所は,鉄道ネットワークに対応した複数路線対応

の統合指令システムを納入してきた｡

ここでは,これらの納入実績を踏まえ,今後の統合指令シ

ステムの発展と,旅客情報サービスシステム,列車ダイヤ作
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成支援システムの関連について述べる｡

2
複数路線の統合措令システム

2.1統合指令システム

複数路線を運営する鉄道事業者は,これまで個別に導入

してきた運行管理システムを,システム更新や路線新設に合

わせて統合指令所に集中設置し,指令業務の迅速化･効率

向上による安全･安定輸送の確保と,設備の集約による経営

の効率向上に取り組んでいる｡

複数路線の代表例は,札幌市交通局地下鉄3路線,帝都

高速度交通営団地下鉄8路線,名古屋市交通局地下鉄5路

線,大阪市交通局地下鉄7路線などである｡

日立製作所は,これら事業者のニーズにこたえて,複数路

線の統合指令システムの構築に取り組んできた｡統合指令シ

ステムのねらいを図1に示す｡

統合指令システムでは,運輸指令のほかに,電力指令,

車両指令,施設指令などと連携することで,鉄道システム全

般をさらに効率的に管理,運営している｡統合指令システム

の事例として,帝都高速度交通営団8路線総合指令所や横

浜市交通局総合司令所がある｡

2.2 統合運行管理システム

統合運行管理システムは,路線別運行管理システムを統

合的に管理し,複数路線間の横断的管理業務を自動化す

ることで,指令業務の効率向上を図る｡続合運行管理システ

ムのコンセプトと機能概要を図2に示す｡

統合運行管理システムの機能は,複数路線間の運行管理

から,関連システムや社内通信基盤設備との連携へと拡大

している｡提供するサービスの内容も,運行管理関連から情

報サービス関連へと発展する傾向にある｡そのため,統合運

行管理システムの機能を,全路線モニタ監視機能中心から

統合指令システムの目的

･安全･安定な輸送の確保

･異常時への迅速な対応

･指令業務の省力化

･人員の共有化

･情報の有効活用

･乗客サービスの向上

･ハードウエアの有効活用

･保守業務の省力化

療

実現手段･課題解決策

･指令機能の集中化･統合化

･情報の集中化･共用イ

･ヒューマンインタフェースの統一と

●端末･画面の統一と高性能化

･大型ディスプレイの採用

･訓練装置の導入

･ハードウェアの統一･集中イ

･リモートメンテナンスの充妻

国1統合措令システムのねらい

複数路線の運行管理システムを統合指令所に集中設置することにより.安全･安

定輸送を確保し,経営の効率向上を図る｡

32J氾渦2003･8

断
動
を

横
自
上

蓋潤も
コ

複
的
化
図

総合運行管理シ

(1)運行状況表示

亀
盛
汲
済
済
鮒
附

1

2

地下鉄ネットワークとしての効果的な列

車運行と旅客サービスの向上

全路線運行状況の迅速な把握と関連

部署への連絡による,列車運行関連

業務の効率化と迅速化

(3)全路線を対象とする運行管理業務の
効率化

運行状況,遅延状溌1個別路線状況,および列
表示

(2)乗り換え接続･終車接続管理

路線間の乗り換え接続制御,自路線内経

との終車接続制御･終車接続提案

(3)振り替え輸送管理
′ 事故時などの振り替え輸送計画作成,旅客案内装置へ

送信

(4)後方支援

一斉始業管理,異常気象情報麻表示と配信
と配信

図2統合運行管理システムの機能概要

複数路線の路線問の横断的管理業務を自動化することにより,指令業務の効率

向上を図る｡

システム

連携範囲

山顎抽

#

瑚謡誕K
.ヽ

磐
抽

焚

制御･情報サービス連携

路線間協調制御

(複数路線軌関連システム)

全線モニタ監視
サービス

内容と質

情報サT

図3統合運行管理システムの今後の展開

全線モニタ監視機能から路線問協調制御や制御･情報サービスの提供へと発展

させていくことが今後の課題である｡

路線間協調制御機能や制御･情報サービス機能の捏供へと

発展させることが今後の課題である｡統合運行管理システム

の今後の展開を図3に示す｡

題
運輸措令統合システム

このシステムでは,効率的な指令業務を図るために,IT(情

報技術)を活用して複数路線問の運輸指令システムのハード

ウェアを統合化する(図4参照)｡主な特徴について以下に述

べる｡

3.1複数路線の運輸指令システムの統合

運行管理系と通話系は,すべての路線システムを結合し,
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図4運輸指令統合システムの概略構成

すべての路線システムを結合して一つのネットワーク路線を構成することにより,路

線問および運行管理と通話系間のシステムが互いに協調,連携できるシステムとする｡

一つのネットワーク路線を構成する｡これにより,ハードウェア

構成に依存しない柔軟な指令環境の提供が可能となる｡例

えば,閑散時や夜間時間帯には,一人の指令員が一つの指

令卓上で複数路線を担当することができるので,指令業務の

効率が向上する｡

3.2 通話系指令卓の集約

音声通信技術(VoIP)の採用により,既設の通話系の中

央制御装置にVoIPゲートウェイを介してIP(Internet

Protocol)ネットワークを構築し,統合通話端末を設けた構成

とする｡また,通話系を運行管理システムとIPネットワークに接

続する｡これにより,いずれの統合通話端末からも各路線の

指令電話や列車無線への通話接続が可能となり,さらに,運

行管理指令卓の運転整理画面上から列車無線などの操作

ができるようになる｡このため,1台の指令早から複数路線の

指令操作が可能となり,柔軟で効率のよい指令業務が行え

る｡また,指令卓環境がコンパクトになるため,指令室の省ス

ペース化を実現する｡

膚
旅客情報サービスシステム

4.1旅客案内システムの動向

鉄道での旅客案内システムは,駅の乗降客に的確で正確

な列車案内情報を提供することを主要な目的として発展して

統合運行管‡里

旅客情報端末

情報LAN

伝送路

表示器

列車無線装置

与

ウェブ

サーバ

インターネット

旅客駅装置

⊂コ
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ず
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事
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パソコン 携帯端末

移動中･オフィス･一般家庭

図5旅客情報サービスシステムの構成例

複数路線を管理する統合運行管理システムでは,従来の駅旅客案内に加え.イ

ントラネットやインターネットを介して,社内関連部署やタ帽βの利用者に質の高い情

報サービスを提供する｡

きた｡最近の情報技術の発達や情報基盤の整備により,列

車の運行情報をリアルタイムに広範囲に提供することが容易

にできるようになり,旅客案内システムは,旅客情報サービス

システムヘと進展している｡

従来の旅客案内システムでは列車出発順序･行き先･列車

種別･発時刻･乗り場などを乗降客に提供してきたが,路線の

ネットワーク化や高密度運転化に伴い,乗り継ぎ案内情報や

ダイヤ乱れ状況をタイムリーに提供することが重要なサービス

となっている｡これらの運行情報は連行管理システムで作成

されており,特に,複数路線を管理する統合運行管理システ

ムからの情報提供が重要である｡

4.2 旅客情報サービスシステム

旅客情報サービスシステムでは,統合運行管理システムで作

成された列車運行情報を運行管理伝送路･社内イントラネッ

ト･インターネット･列車無線などを経由して駅ホーム･コンコー

ス･列車内や社内関連部署,さらに移動中の人やオフィス･一

般家庭にまで提供している｡これにより,旅客情報のサービス

範囲を広域化し,鉄道利用者の利便性の向上と乗客の増大

を図っている｡ウェブ技術を活用した旅客情報サービスシス

テムの概要を図5に示す｡

旅客情報サービスシステムでは,統合運行管理システムの

機能である終車接続･乗り換え接続･振替輸送の各管理機能

などから案内情報を受信することにより,路線間にまたがる旅

客情報をタイムリーに提供するなどの乗降客へのサービスを

向上している｡さらに,沿線情報や広告などの各種メッセージ

情報を提供することにより,利用者の増加を促す｡
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図6列車ダイヤ作成システムの機能構成

列車ダイヤ作成システムは､大別して五つの機能から成る｡各機能では,各種図

表･帳票･データを出力する｡

吉
列車ダイヤ作成支援システム

5.1概 要

鉄道事業者は,列車ダイヤや乗務員運用などの計画に基

づいて列車を運行する｡この運転計画の作成は専門家のノ

ウハウを生かした作業であり,最近の高密度運転,ダイヤの

複雑化に伴って高度な技術が必要となってきている｡

このため,列車ダイヤ作成支援システムでは,単に連行管

理へのダイヤ情報を作成するだけでなく,運転計画作成業務

を支援する装置として,入力情報の有効活用による高機能

化と計画業務の効率化を目指したシステムとしての役割が求

められている｡

5.2 機能構成

列車ダイヤ作成支援システムは,線路図作成,運転曲線

作成,時隔曲線作成,ダイヤ作成,および乗務員運用作成

の五つの機能で構成する｡その概要を図6に,画面例を図7

にそれぞれ示す｡

1台の装置でこれらの機能をすべて支援し,複数路線の運

転計画を作成することが可能である｡また,各路線のダイヤデー

タを一括して統合運行管理システムに提供することもできる｡
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見やすさと使いやすさを考慮したヒューマンインタフェースを提供する｡

β
おわりに

ここでは,最近の列車運行管理システムにおける複数路線

の統合指令システムの発展と,関連システムに対応する日立

製作所の取り組みについて述べた｡

日立製作所は,今後も,鉄道路線のネットワーク化･高密度

運転化に対応した制御機能と情報サービス機能を持つ,列

車運行管理システムの開発を推進していく考えである｡
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